
水
戸
浪
士
が
飯
田
の
町

を
通
過
し
た
の
は
、
元
治

元
年
（
１
８
６
４
）
１１
月

２４
日
で
あ
る
。
そ
の
騒
擾

の
様
は
島
崎
藤
村
の
『
夜

明
け
前
』
に
も
触
れ
ら
れ

て
い
る
の
で
ご
存
知
の
む

き
も
多
い
だ
ろ
う
。
昭
和

４
年
か
ら
１０
年
に
か
け
て

発
表
さ
れ
た
『
夜
明
け

前
』
は
、
木
曾
や
伊
那
の

平
田
国
学
没
後
門
人
た
ち

の
、
そ
の
後
の
物
語
と
し

て
も
読
め
る
部
分
も
多
々

あ
り
興
味
深
い
。
平
田
国

学
の
没
後
門
人
の
多
か
っ

た
飯
田
・
下
伊
那
で
は
、

維
新
後
の
慶
応
３
年
（
１

８
６
８
）
３
月
に
四
大
人

（
荷
田
春
満
・
賀
茂
眞
淵

・
本
居
宣
長
・
平
田
篤

胤
）
を
祀
る
本
学
神
社
が

建
立
さ
れ
る
な
ど
そ
の
顕

彰
も
さ
れ
た
が
、
年
月
の

経
過
と
と
も
に
次
第
に
忘

れ
ら
れ
て
い
く
。

そ
の
後
、
そ
う
し
た
危

機
感
か
ら
か
、
飯
田
で

は
、
明
治
３４
年
（
１
９
０

１
）
２
月
に
浪
士
た
ち
が

昼
食
を
と
っ
た
今
宮
原
頭

に
「
甲
子
紀
念
碑
」
が
建

て
ら
れ
、
祈
念
祭
が
催
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
大
正
３
年
（
１
９

１
４
）
は
水
戸
浪
士
通
過

か
ら
５０
年
の
節
目
の
年
だ

っ
た
が
、「
諒
闇
中
で
あ

り
、
か
つ
ま
た
人
々
の
記

憶
が
遠
の
い
た
せ
い
か

「
南
信
」
新
聞
に
懐
古
記

事
あ
る
き
り
で
、
取
り
立

て
て
祭
事
が
行
わ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

と
こ
ろ
が
そ
の
翌
年
大

正
４
年
８
月
に
創
刊
さ
れ

た
日
刊
紙
「
信
濃
時
事
」

は
社
長
が
瀧
澤
清
顕
、
有

力
な
後
援
者
に
北
原
阿
智

之
助
、
北
原
源
三
郎
ら
、

記
者
に
も
中
原
謹
司
な
ど

平
田
国
学
系
の
人
々
が
多

か
っ
た
せ
い
だ
ろ
う
か
、

連
載
読
み
物
に
「
幕
末
裏

面
史

座
光
寺
源
三
郎
」

を
連
載
し
、
１０
月
に
入
っ

て
か
ら
は
１
年
遅
れ
の
水

戸
浪
士
通
過
に
関
す
る
連

載
を
、
さ
な
が
ら
忘
れ
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
事
跡

に
連
な
る
飯
田
下
伊
那
の

名
家
を
取
り
込
む
た
め
の

戦
略
の
よ
う
に
何
本
も
続

け
ざ
ま
に
掲
載
し
て
い

る
。
１１
月
２１
日

付
「
信
濃
時

事
」
に
は
２８
日

か
ら
の
本
日
を

前
に
「
水
戸
浪

士
五
十
年
祭
」

と
い
う
連
載
が

新
た
に
始
ま
っ

た
。「
星
霜
の
推

移
に
随
っ
て
遺

物
も
散
佚
し
、

当
時
の
年
代
記

的
な
物
語
り
が

漸
次
消
え
失
せ

る
の
を
憂
て
当

時
浪
士
通
過
の
際
盡
力
し

た
人
々
の
遺
族
北
原
阿
智

之
助
、
北
原
源
三
郎
（
民

右
衛
門
家
）、今
村
録
七
郎

（
眞
幸
家
）、野
原
半
三

郎
、（
問
屋
）
木
下
倭
志

雄
、
上
柳
緑
、
奥
村
収

蔵
、
窪
田
治
郎
八
、
樋
口

與
平
、
山
田
與
平
の
諸
氏

が
主
唱
に
な
っ
て
五
十
年

記
念
祭
を
、
こ
の
廿
八
日

の
朝
か
ら
今
宮
の
風
越
館

で
催
す
事
と
決
定
し
た

（
後
略
）」と
あ
る
。
こ
の

連
載
は
開
催
当
日
ま
で
連

日
、
そ
の
後
は
「
水
戸
浪

士
と
飯
田
藩
」
の
コ
ラ
ム

が
取
材
記
事
を
も
と
に
水

戸
浪
士
通
過
の
経
緯
や
逸

話
を
２
カ
月
に
わ
た
っ
て

毎
日
の
よ
う
に
連
載
し
て

い
る
。
新
聞
連
載
の
署
名

に
は
岩
崎
雨
村
の
名
前
も

確
認
出
来
る
。
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２カ月にわたる特集が組まれた「信濃時事」

甲子紀念碑建立の記念写真（明治３４年・中島準一郎氏蔵）
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